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 Ｎ Ｏ  ９     校長  蒲生 好子 

保護者の皆様による学校評価について 

 令和 4 年度も残すところあと 1 ヶ月となりました。卒業する 6 年生は残り 14 日、その

他の在校生は 20 日程。この期間に本年度の学習をしっかりと終わらせ、定着させた上で次

のステップへと進みたいものです。2 つのウイルスへの感染に注意しながら、元気に最後

まで走り抜きたいと考えています。 

さて、昨年末に保護者の皆様にお願いした学校評価アンケートの結果をまとめました。

グラフをご参照下さい。今年度の本校教育活動の成果（良かったこと）と課題についてお

知らせします。 

【児童の姿から】 

○ 学校での生活を楽しんでいる。･･･昨年度から引き続き 85％以上のご家庭から肯定的

な評価を頂きました。職員にとって何より嬉しいことです。 

○ 自分の考えや気持ちを話すことができている。･･･昨年度に比べるとわずかながら

「そう思う」の割合がアップしています。学校では、学習中に自分の考えと友達の考

えを交流することを大切にしてきました。また、学期に 1 回ずつ友達へのプラスメッ

セージを交換し合う取組も続けています。話すことに慣れるだけでなく、話せる相手

との関係も少しずつできてきているのではないかと考えています。 

○ 外で元気に遊んだり進んで運動したりすることができている。･･･「そう思う」を選

ばれた割合は他の項目より多い一方、マイナスの評価が昨年度と比べると増えていま

す。社会状況の変化から、子どもの外遊びが減ってきているとしたら少し心配です。 

○ 家族や地域の方に進んで挨拶ができている。･･･「そう思う」を選ばれた割合が昨年

度より４％増えていますが、マイナスの評価も増えています。挨拶の良さを感じてい

る子とまだどこか積極的になれない子の差が出始めているのかもしれません。是非、

ご家庭でも「お互いが気持ちよくなれる挨拶運動」に取り組んでみて下さい。 

【学校の取組について】 

○ 分かる授業、きまりや交友関係の指導、健康・体力向上の取組については、それぞれ

8 割以上の方々からプラスの評価を頂いています。しかし、学校が子どもたちに行う

指導は、常に工夫改善していかなければならないと考えます。現状に満足することな

く、一人一人の職員が指導力アップのために研修を積む必要があると考えます。 

○ 子どものことで相談できる学校である。･･･80％近くの方々からプラスの評価を頂き

ました。特に、昨年度に比べ「そう思う」を選んで下さった方の割合がアップしてい

ます。お子様のことで「学校に相談すればどうにかなるだろう」と保護者の皆様に信

頼して頂けたことは大変嬉しいことです。本校は、若年の教員が増えてきて、対応に

悩むことも多いですが、大切なお子様の為に、互いに相談し合ってよりよい方向に向

かっていけるならば、こんなに心強いことはありません。 



○ 地域とつながる取組を続けている。･･･84％の方々からプラス評価を頂きました。学

習ボランティア、読書ボランティア、また、樹木の剪定をして下さる緑の会の方々、

米作り、虫追いやもぐらうち等の伝統行事を指導して下さった GT の皆様、校区内の

豆腐屋さん、醤油屋さん、和菓子屋さん、、、etc と様々な方々に支えられて本校の

教育活動は成り立っています。子どもたちも「田主丸」の「人・もの・こと」との出

会いを通してたくさんのことを学び、大きく成長しました。これからもずっとつなが

りを保ちながら、「地域とともにある学校」を推進していきます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月 

1 日
(水) ALT SC（久世）来校 

3 日
（金） 6 年生を送る会 

７日
(火) 学団子ども会 ALT 

８日 
（水） 

ALT 田主丸タイム（1 年） 
※全校 4 時間授業(会議のため) 

９日
(木) 4－1 校外学習 

10 日
（金） 1～5 年生学年末懇談会 

15 日 
(水) 

6 年生修了式 卒業式準備  
※下校時刻 1~3 と 6 年生 13：20 
4 年生 14：05 5 年生 15：00 

16 日
（木） 卒業式(6 年生のみ) 

23 日 
（木） 大掃除 

24 日
(金) 修了式 離任式 11：30 下校 
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令和4年度田主丸小 学校評価(一部抜粋)
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今 後 の 予 定 
睡眠時間の確保と生活習慣づくり 

 子どもにとって睡眠は心身を休息させて疲

れをとると同時に、体をつくり、脳を発達させ

る大切な働きをもっています。睡眠中に学習

や経験した記憶を整理して定着させているの

です。 

 理想的な睡眠時間は、小学校低学年で９～

10 時間、高学年で８～9時間といわれていま

す。(中学生でも 8時間以上が理想的) 

 毎朝、何時に起きるか、その時間から逆算し

て就寝時間(何時に寝るか)を決めましょう。ま

た、帰宅してから就寝までの間にどれくらい時

間があるか、お子さんと一緒に振り返ってみま

しょう。限られた時間を有効に使うために、規

則正しい生活習慣が大切です。 


